
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（３学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・

聞 書 読

合計

70

9

○

○

8

1

○ 1

1

1

○

12

1

8

○

○

8

○ ○

【知識・技能】

・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことを

通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。

・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解

を深めている。

【思考・判断・表現】

・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然な

どに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・作品に興味をもち、登場人物の生き方から自分自身の生き方に関する考え

を深めようとしている。

〇

【知識・技能】

・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解

を深めている。

【思考・判断・表現】

・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然な

どに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・学習の見通しをもち、短歌の分析をすることを通して、作品の内容や解釈

を踏まえ、進んで、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考

え方を深める中で、自らの学習を調整しようとしている。

〇 〇 12

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

文学国語

配当
時数

（１組：松本　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語 2

（２組：植野　　　　）（３組：植野　　　　）（４組：松本　　　　）（５組：植野　　　　）

態

文学国語国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに、創造的に考える力を養い、他者と
の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができるよ
になる。

３
学
期

○

○ ○

定期考査 ○ ○

【知識・技能】

・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解

を深めている。

【思考・判断・表現】

・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然な

どに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・学習の見通しをもち、作品を解釈する活動を通して、自然に対するものの

見方や感じ方、考え方を深めることに向けて、粘り強く取り組んでいる。

○○

○ ○

【知識・技能】

・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

【思考・判断・表現】

・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写

の仕方などを的確に捉えている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・文体の特徴や表現に注目しながら本文を読み味わい、筆者のメッセージを

読み取ろうとしている。
○ ○

○

２
学
期

○

１
学
期

・具体例をもとに、筆者のメッセージを読み取ることがで

きる。・筆者の家族観や、家族間の心情の機微を読み取る

ことができる。【知識・技能】

・文体の特徴や表現に注目し、その効果を考えることがで

きる。・文体の特徴や比喩の効果について考えることがで

きる。

【思考・判断・表現】

・筆者の考えを理解した上で、自分の体験や生き方と関連

づけながら「飛ぶこと」について考えを深めることができ

る。・随想の分析を通して、表現の工夫と効果を理解し、

心情の機微をとらえてその関係を記述する中で、自らの学

習を調整しようとすることができる。【主体的に学習に取

り組む態度】

「飛ぶことを知っている魂」「クル
ミの小部屋」
ワークシート
グループワーク

「桐壺」「若紫」
ワークシート
グループワーク

○

○

定期考査

・「月」には、目の前にないものを想起させるイメージが

あり、日本の文学作品だけでなく絵画や中国でも同様であ

ることを理解することができる。【知識・技能】

・引用された作品内の「月」がそれぞれどのような想いを

抱かせるものかを、叙述をふまえながら、比較しつつ考え

ることができる。【思考・判断・表現】

・作品内の「月」がどのような思いを抱かせるのかを、自

分に引きつけて解釈し、級友の意見を参考にするなどし

て、自然や文化に対する考えを深めることができる。【主

体的に学習に取り組む態度】

「夏の月」
ワークシート
グループワーク

・人を感動させる短歌には、驚異の感覚を通過することで

普遍的な共感の感覚に至るという過程があることを理解す

ることができる。【知識・技能】

・本文以外の短歌を、共感と驚異という観点や他者との共

有で得られた観点を参考に、適切に評価することができ

る。【思考・判断・表現】

・筆者の分析の観点をふまえ、短歌のどのような点が人を

感動させるのか、級友との共有を通して多様な観点から考

えを深めることができる。【主体的に学習に取り組む態

度】

「共感と驚異」
ワークシート
グループワーク

定期考査

・作者についての知識をもち、日本近代文学史の流れを把

握して、他者に説明することができる。【知識・技能】

・場面ごとの「私」の言動の理由を、文脈をふまえて理解

し、簡潔にまとめることができる。・作品のテーマや感想

などについて、積極的に話し合いに参加し、自分の意見と

他者の意見を比較して多面的に考えることができる。【思

考・判断・表現】

・近代文学に興味をもち、積極的に他の作品を読み味わい

ながら感想をまとめたり、作品の魅力を他者に紹介したり

しようとすることができる。【主体的に学習に取り組む態

度】

「こころ」
ワークシート
グループワーク

『新編　文学国語』大修館書店

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

8

・本文を読むことを通して、宮中での桐壺の更衣の立場に

ついて正しく理解することができる。・垣間見を通して、

光源氏が女子をどのように評価しているかを正しく理解す

ることができる。【知識・技能】

・光源氏誕生に際して周囲がどのような状況であったか、

正しく理解することができる。本文中の人間関係を正しく

把握することができる。・少女の様子を文脈に即して読み

取り、｢ゆかしき人｣とは誰のことか、また何が｢ゆかし｣な

のかを正しく理解し説明することができる。【思考・判

断・表現】

・｢やんごとなききはにはあらぬ｣桐壺の更衣が寵愛される

ことで、どのような影響があるかを考えたり意見交換を

行ったりすることができる。【主体的に学習に取り組む態

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】

・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解

を深めている。

【思考・判断・表現】

・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写

の仕方などを的確に捉えている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・作品に興味をもち、自分と比較しながら作者の感性をとらえようとしてい

る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

知

〇

定期考査 ○ ○

○ ○ 〇

・語句の意味を、注や辞書を手がかりに理解し、自らの表

現に生かすことができる。【知識・技能】

・作品のあらすじをつかんで各段落の内容を理解し、場面

の展開を簡潔にまとめることができる。・Ｋに対する

「私」の気持ちの推移を、場面展開に沿って理解し、

「私」にとってのＫとの関係性の変化を押さえることがで

きる。【思考・判断・表現】

・近代文学に興味をもち、積極的に他の作品を読み味わい

ながら感想をまとめたり、作品の魅力を他者に紹介したり

しようとすることができる。【主体的に学習に取り組む態

度】

「こころ」
ワークシート
グループワーク

・漢文を正確に訓読することができる。・四字熟語の成立

を知り、他の例を探したり調べたりして語彙を豊かにする

ことができる。

・作品に用いられている比喩表現など、技法の効果や心象

風景について正しく理解し、作者の他の作品との関わりに

も言及しながら作品を読み解くことができる。【知識・技

能】

・項王の置かれた状況と心情を、本文の背景、具体的な描

写や漢詩をふまえて正確に読み取ることができる。

・作者の伝記的事実や思想もふまえながら考えを深め、作

品の中に表れているさまざまな表現と関連づけながら作品

を味わうことができる。【思考・判断・表現】

・項王が涙を流した理由を考えることを通して、漢詩の解

釈を深めようとすることができる。

・作品を読んで感じたことや考えたことを鑑賞文などにま

とめ、自分の意見と他者の意見を比べながら考えを深める

ことができる。【主体的に学習に取り組む態度】

「四面楚歌」「永訣の朝」
ワークシート
グループワーク

〇 〇 ○

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言
語文化の特質について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に
捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文の表現に興味をもち、登場人物の心情を読
み味わおうとしている。
・詩を読むことに興味をもち、その形式や表現の
特徴を意識しながら、情景や心情を味わおうとし
ている。

〇 〇 〇

【知識・技能】

・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことを

通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。

・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解

を深めている。

【思考・判断・表現】

・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然な

どに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・作品に興味をもち、登場人物の生き方から自分自身の生き方に関する考え

を深めようとしている。

〇 〇 〇

〇 ○ ○

定期考査



70

３
学
期


